
M\ ， 綿織物等は総指名称であり，坑木，床板号事は用途名であり ，

i床の素は商品名であるが，等級適用上これらはすべて貨物の名

称を用いた品目として取扱われる。貨物等級表に品目を分類す

るに当っては， 第 1 に特殊なものおよび数量の多いものを抽出

し，残余のものは Lその他1 としてま とめるような刀法を とっ

ているが，このよう にして nhl:H された品目の多 くが し貨物の名

称1 を矧いているので， 一般貨物においてはこれを第 I 順位に

している。

等級表は貨物の本質とHli金をおもな基準として品目分mを行

っ ているが， Lェ1 の⑪の ~IJをつけた品類とはm途を基準にし

て分類した品類すなわち用途名の品類である。もっとも新伏類

のように灯j途を基準とした品類て、も， こ の品類中の品1"1 がすべ

て L貨物の名称1 を Jl'J いた川自に該当するよ うなものについて

は⑪の印をつけていない。

2 ;昆作品の等級

協作品とは 2 極以上の材料で作られた貨物のことで，化合物

を指すものではなL、。したがって各材料は製作首ijの状態にある

かまたはその成分を持っているものである。

混作品で製作材料によ っ て適HJ品目が異なるときはとくに明

記したものを除き ， その材料中最も大きい部分を占めるもので

作られた~ ，日1の属する品目による。ただし大小の判定が闘難な

ときは各材料で作られた製品のl'líする品目のうち，最も E;;ぃ等

級のものによる。大小の判定は原fll) として重盃 を基準にするが，

谷政・隙能 . JlJ途さ~;を参し ゃく して常識がjに判断することにな

っ てし、る。

3 不組立のものの等級

組立てないものまたは分解したもので，その [[::giÇを取 りそろ

えたものは， と くに明記していないかぎり組立てたものと見な

す。 組立てないもので，その全部を取りそろえたものとは全部

の部分品がそろ っ ていて，この剖1分品を組立てることによ っ て

1 f悶の完成品とな る ものをいい， 分解した ものとは完成品を適

当な部分 .ms分に解体したものをしづ。組立てて述送する といち

じるしく握手配t ま たは重量が大きくなるもの，あるいは破倒しや

すいもの等は通例こ の状態で託送される 。 貨物等級は!出i絡をお

もな要素として陥十l けされているが， 貨物の fnlH糾主主目立 ・ 不組

立によって大差はないので，とくに明記したものを除いて， 原

則として不組立のものも組立てたものと見な して取扱 うことに

している。ただし品類番号 36 鉄道と憶路用品中の品目は，その

全部をそろえな くとも組立てたものと見なす。

4 部分品の等級

部分品とは完成品の制l成に必裂なwi素で，部分品として完成

し，そのまま組立てにJIìいることのできる状態のものをいい，

それ自身~立しての効用はないが， ほかの部分品と と もに組立

てて初めて完成品の担霊能を)ljjけるものである 。

部分品は貨物の名称を用いた品目のあるものはその品目に，

その他はと 〈に明記していないかぎりその材料で作られた製品

の属する品目による。

貨物の名称を用いた品目は，それが独立した効用をもった場

合主部分品 として使用される場合とで， 一般的には等級絡付け

の要素が極端に相違しないので，部分品に対しても適用方第 1

号の趣旨にしたが っ てまずこの品目による。部分品として常時

五I!送されるものに対しては貨物の名称を用いた品目として，あ

るいはとくに明記して適用方を明らかにしているが， 残余のも

のについてまで等級を定めるこ とは煩雑であるので，これらは

その材料で作られた製品の属する品自によることにしている。

5 該当品目のない貨物の等級

かもっとうき

貨物等級表上該当品目のない貨物の等級は 5 級である。鉄道

で巡送される総貨物の1JII霊平均1t 当 り価絡が 5 級に相当する

ので， 該当品目のない貨物の等級は 5 級にしている。

6 2 品目以上混7伎の場合の等級

2 ITI\ 目以上混載した場合には各品目ごとの重量蚊査が悶難な

ものが多いことと， 計算が非常に復雑になるなどの関係からも

っとも市川、等級によることにな っている。ただし鮮魚または冷

凍魚の下級および上級を混i依した場合，下級のものが上級のも

のの数盆よ り多い ときには L混íliRl の品目を適用する.

7 付属品の等級

付属品とは従物のこと で，ある物の所有者が，その物の常用

に供するため，自己の所有に属する他の物をこれに十J- fÄ させた

とき，これを従物といい，ある物を主物 と し 、 う。主物と付属J11

とは各独立の物であるが，付属品は主物に付随して初めて本米

の効用を表わすか， または主物の経済上の効用を補完するもの

である。

従物の等級適mに当っては，主物と付属品を 1 口とした場合

には主物の等級に よることにな っ ている。

8 雑品の等級

危険品， 貴重品およ ひ.汚わい品以外の貨物を 1 こん包中に 2

1亘以上混入 したときは， :-(;Ií送人の諮求によって品名を L雑品1

とし， 等級を 1 級として取扱うことができる。

9 特別等級の適用

貨物等級表のうち， 同一品目につき普通等級と特別等級の表

示のあるものについては特別等級を適用する。全然適用される

ことのない普通等級を併記しているのは， 等級表の;j'1)m者およ

び干iij主の等級査定の経総FJ1丹?に資するためである。 ー」貨物等

級。(片山伊与吉)

かもっとうきゅうひょうのへんせい 貨物等級表の編成

貨物等級表は欽治運送の対象となるあらゆる貨物に対して，も

っ とも合理的な等級および滅ト γ数ならびに小口貨物!'l:率に対

する 'J;I)j竹お よび特別を決定し，これを品目として分類すること

と，この品目を波引に便利なように配列することによ っ て編成

さ hる。

l 例示主義と列記主義 等級表に掲記された貨物の名称を

品目といい，品目渇記のプ'Jì去に例示主義と 列記主義とがある。

例示主義は代表的な貨物を例として掲げ，その他のものは類推

解釈して等級を適用するものでらる。列記主義は必要な品目を

すべて渇記し， その範闘を厳密に規定して類t(fi解釈を禁ずるた

てま えになっている。現行のものは1走者の方法によっている。

2 品目の配子1)方法 等級表に品目を分類 ・ 配列するに当つ

ては，それぞれの観点からつぎのような方法がある。

( 1 ) 木質から 1ft}} ・ 槌 ・ 鉱物。固体 ・液体・ 気体等。生鮮 ・

冷凍 ・ 塩乾 ・ 缶(かん)詩等。 金属・非金属。有機 ・ 無担襲。重量

品 ・ 容積品(かさ商品) (2) 生産業態から 鉱 ・ 林 ・ 決 - T5 ・

水・工産品 (3) 加工の程度から 原料品・半製昆・精製品

(4) 配給業態から 金物・予定物・薪炭等 (5) i消費関係から

衣 ・ 食・住 ・ 燃料。消耗品 ・ 原材料品 ・使用品。必需品 . ~番好

品 ・ ぜい沢品。

現行制度においてはまず類型の品目を集めて品類とし ， 金品

類を危険品と営通品に 2 大見IJ し ， 普通品に属する品類をさらに

11 の産業部門別に分類している。

gfh芳lおよび品類中の品目の配列は原料品から製品へ，代表的

なものまたは特殊なものから一般的なものへおよぼすよ うに し

ている。

現在の品類数は 76，品目数は 1 ，297 である。 ー」貨物等級査




